
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：一般財団法人  愛知健康増進財団                                    

受審施設の概要  

一般財団法人  愛知健康増進財団は、 1986年に単独の健診施設として愛知県名古屋市に設

立された。官公庁からほど近い住宅街に位置しており、駐車場を完備している。施設設備は

充実し、人間ドックには歯科検診や運動機能検査が含まれている。  

年間の受診者数は、１日ドック約 19,500人、その他の健診が約 38,500人、さらに巡回健診

を約 113,500人実施している（ 2021年実績）。  

本機能評価は、 2016年に初回の認定を受け、今回が 2回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針が定められ、必要があれば見直しが行われている。  

個人情報保護については明文化され、ホームページ及び施設内に掲示されている。また定

期的に、職員への研修も行われている。  

就業規則等各種規程は、体系的に管理されている。職業倫理については、標準作業書に明

記されている。  

中期経営計画・年度事業計画・予算書及び決算報告書は適切に作成されているが、進捗状

況が分かりにくいため、記録を残す等、今後検討の余地がある。  

医師の体制は、人間ドック指導医 1名を含む常勤医 4名及び非常勤医により構成されている。

曜日ごとに分担表が作成され、担当する業務が明確になっている。  

医師以外の職員については、人間ドックアドバイザーを始め、胃がん検診専門技師・検診

マンモグラフィ撮影認定技師や超音波検査士等の専門資格者が在籍している。  

教育体制については、職員全体の教育計画はあるが、実施状況が明確ではない。また、事

務職の教育体制については確立していないので、今後の改善に期待したい。  

医療安全管理体制については、医療安全管理研修会が設置されマニュアルも整備されてい

る。インシデント・アクシデント発生時には、レポートの作成が義務付けられており、対策

が必要な事例については改善活動が行われている。  

感染管理については、マニュアル類が整備され、適切に実施されている。  

安全衛生管理体制については、職員の健康診断やストレスチェックが行われている。防火

防災対策は、年１回年度末に防災訓練を行っている。有給取得数や残業時間の管理等の取り

組みが行われ、産休・育休の取得実績も多数あり、職員が働きやすい環境が整えられている。  

情報の管理体制は、Ｐマークを取得し、適切な管理に努めている。  

配慮が必要な受診者への対応としては、施設内はバリアフリー化され、車椅子対応の更衣

室や多目的トイレが設置されている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

企業、保険者との契約は、適切に締結、更新されている。  

予約及び受付、健診料金の収受・会計処理は適切である。  

日本人間ドック学会が提示する基本検査項目はすべて実施されており、任意検査項目につ

いても、施設の判定検討会において定期的に見直し、検討されている。  

受診環境は、受付も広く、待合も余裕があり、清潔で清掃も行き届いている。検査の導線

は、若干複雑となっているので、受診者のスムーズな案内に向けたさらなる検討を期待する。

食事は、管理栄養士が関与した仕出し弁当が提供されている。人間ドック以外の健診受診者



とは健診着で区別され、受診者の呼び出しは名前であるが、番号での呼び出しにも対応して

いる。各検査室や診察室は個室となっており、受診者のプライバシーに配慮されている。  

受診に関する情報提供は、事前の送付書類にて施設情報や検査説明が伝わっているが，ホ

ームページにも同様の内容が含まれているとなお良い。受診者の質問や相談に対するマニュ

アルは適切に作成されており、問い合わせ方法も周知されている。急変時対応のマニュアル

が整備され、救急カートの配置やリカバリールームの確保など、安全に検査が受けられる体

制が確立されている。  

精度管理については、検体検査や各種検査の業務マニュアルが適切に作成されており、パ

ニック値の取り扱いやトラブル発生時の対応も明確に示されている。始業時の点検など内部

精度管理も的確に実施されており、日本医師会、全衛連などの外部精度管理サーベイにも毎

年参加し、超音波検査、胸部・胃 X腺検査は全衛連の画像精度管理に参加している。マンモグ

ラフィは精度管理中央機構の施設認定を取得している。  

検査結果の判定については、胸部Ｘ線、胃Ｘ線、マンモグラフィは比較読影により最終判

定までに専門医を含む 3名により実施されている。読影・判定体制は確立されているが、読影

検討会の充実にも期待したい。  

医師による結果説明はほぼすべての受診者に行われているが、今後は、画像の提示も含め

た内容の充実が望まれる。  

保健指導は、保健師 8名、管理栄養士 4名、運動指導士 3名と充実したスタッフが携わってい

るが、実施率は 50％未満である。医師との連携も含めさらなる実施率の向上を期待する。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望を把握する体制としては、  すべての受診者に毎日アンケートを実施し、 60％

の回収率を得ている。アンケートがその日ごとに集計されていることは評価できるが、結果

を検討する会議や記録が十分ではない。体制の確立ならびに職員間の共有や受診者への改善

結果告知等については、今後の課題である。  

フォローアップ体制については、マニュアルを作成し、保健師が管理している。悪性疾患

に関しては、要精検率は概ね良好であるが、精検受診率は低い。また、追跡検査・経過観察

と判定した症例の翌年受診時の把握確認が十分ではない。今後、医療面接の体制変更が予定

されており、翌年受診時の経過把握が進むことが期待出来るので、さらなる精検受診率向上

に期待する。  

健診結果の分析体制については、年報は作成されており、日本人間ドック学会の調査参加

や、日本人間ドック学会での成果発表実績もある。  

受診者に向けた有用な情報提供としては、様々なテーマの健康教室を定期的に行っている。

また健診結果の統計資料を作成し、契約団体に提供をしている。  

健康経営に向けた取り組みとしては、健診結果のＸＭＬやＣＳＶでのデータ提供が行われ

ている。また隔月で広報誌を契約団体に送付している。  

業務改善の体制が確立されており、全職員が改善点を提案し、優先度が高く実現できるも

のから改善を行っている。また、各職員が目標を定めているが、その進捗状況や達成度が確

認できる記録がないので、今後の改善が望まれる。  

前回の指摘事項の内、受診者の権利については改善されていたが、追跡検査が必要な方へ

の対応や職員への教育体制については、今後も引き続き改善の努力が必要である。  

 

総括  

受診者がスムーズかつ安心して受診できるように十分な配慮がされている。業務改善にも

積極的に取り組むなど、より良い人間ドックの提供を目指し活動されている点は評価できる。 



一方で、結果説明、保健指導、フォローアップの体制は、まだ改善の余地があると思われ

るので、今後のさらなる取り組みに期待したい。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する  

 

審  査  日   2022 年  1 月  12 日  

認定承認日  2023 年  2 月  25 日  


